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ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査

で
は
、
モ
ニ
タ
ー
企
業
、
事
業
主
団
体
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
の
第
４
四
半

期
か
ら
、
景
気
判
断
や
、
雇
用
動
向
を
定
点

観
測
的
に
調
べ
て
き
た
。
昨
年
来
か
ら
続
く

原
油
、
資
源
高
に
加
え
て
、
世
界
的
規
模
で

広
が
る
金
融
危
機
な
ど
企
業
活
動
を
と
り
ま

く
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
今
回
の
調
査
（
〇

八
年
七
〜
九
月
期
の
実
績
お
よ
び
今
後
の
見

通
し
）
で
は
モ
ニ
タ
ー
企
業
、
事
業
主
団
体

の
業
況
感
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
追

う
と
と
も
に
、
特
別
調
査
と
し
て
、
二
〇
〇

九
年
度
の
採
用
計
画
、
景
気
後
退
に
対
す
る

雇
用
調
整
な
ど
の
今
後
の
施
策
、
〇
九
年
春

の
賃
金
改
定
の
見
込
み
な
ど
を
あ
わ
せ
て
聞

い
た
（
調
査
時
期
は
〇
八
年
一
一
月
四
〜
一

四
日
）。

そ
の
結
果
、
今
回
の
業
況
調
査
で
は
、
〇

三
年
秋
か
ら
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
開
始
し
て
以

来
、
も
っ
と
も
悪
い
業
況
感
を
企
業
、
業
界

団
体
と
も
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
現
在
の
雇
用
過
不
足
感
で
は
、「
や

や
過
剰
」「
過
剰
」
と
す
る
企
業
が
正
規
、
非

正
規
と
も
に
約
三
割
弱
と
な
り
、
新
規
学
卒

採
用
で
は
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
も
二
〇
〇
九

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査　
０
８
年
第
３
四
半
期
実
績
と
今
後
の
見
通
し

二
〇
〇
三
年
の
調
査
開
始
以
来
、
業
況
感
は
最
悪
に

　

三
割
弱
の
企
業
が
雇
用
に
過
剰
感
も
つ

　
　

新
規
学
卒
採
用
計
画
の
維
持
お
よ
び
賃
上
げ
実
施
も
約
六
割
に

年
度
の
採
用
を
減
ら
す
予
定
で
あ
る
と
す
る

企
業
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
約
半
数
の

企
業
は
現
在
の
雇
用
過
不
足
感
に
つ
い
て
、

「
適
当
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
新
規

学
卒
採
用
を
採
用
計
画
通
り
に
実
施
す
る
こ

と
や
、
な
ん
ら
か
の
賃
上
げ
を
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
る
企
業
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
一
方
で
、
事
業
主
団
体
は
、
二
〇

〇
九
年
の
賃
金
改
定
で
「
現
状
維
持
」
に
と

ど
ま
る
加
盟
企
業
が
多
い
と
み
て
い
る
ほ
か
、

二
〇
〇
九
年
度
新
規
学
卒
採
用
（
二
〇
一
〇

年
度
入
社
）
数
が
減
少
す
る
企
業
が
多
い
と

み
て
お
り
、
規
模
や
経
営
環
境
の
異
な
る
加

盟
企
業
を
抱
え
る
事
業
主
団
体
と
大
企
業
を

中
心
と
す
る
モ
ニ
タ
ー
企
業
と
の
意
識
の
違

い
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

モ
ニ
タ
ー
企
業
、
業
界
団
体
と
も
に
、
今

後
の
見
通
し
や
対
策
を
聞
い
た
設
問
で
は
見

通
し
が
不
透
明
で
あ
り
予
測
が
で
き
な
い
と

す
る
回
答
が
多
く
、
引
き
続
き
、
第
４
四
半

期
の
業
況
の
実
績
や
二
〇
〇
九
年
第
１
四
半

期
の
業
況
観
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。

１
．
七
〇
業
種
中
五
業
種
が
「
晴
れ
」

（
七
・
一
％
、
前
期
比
〇
・
一
ポ

イ
ン
ト
増
）、
二
六
業
種
が
「
う
す

曇
り
」（
三
五
・
七
％
、
前
期
比
六
・

六
ポ
イ
ン
ト
減
）、三
九
業
種
が
「
本

曇
り
」「
雨
」（
五
七
・
一
％
、
前
期

比
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
判
断

〇
八
年
第
３
四
半
期
（
二
〇
〇
八
年
七
月

〜
九
月
）
の
業
況
は
、
今
回
回
答
が
あ
っ
た

七
〇
業
種
の
う
ち
、
前
回
の
調
査
で
五
業
種

（
七
・
〇
％
）
だ
っ
た
「
晴
れ
」
が
今
期
も

五
業
種
（
七
・
一
％
）、「
う
す
曇
り
」
が
前

回
の
三
〇
業
種
（
四
〇
・
二
％
）
か
ら
二
六

業
種
（
三
五
・
七
％
）
へ
、「
本
曇
り
」
が
二

九
業
種
（
四
〇
・
八
％
）
か
ら
二
七
業
種
（
四

〇
・
〇
％
）へ
、「
雨
」が
前
期
の
七
業
種（
九
・

〇
％
）
か
ら
一
二
業
種
（
一
七
・
一
％
）
と

な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
第
３
四
半
期
に
モ
ニ

タ
ー
調
査
を
開
始
し
て
以
来
、「
本
曇
り
」

「
雨
」
と
す
る
業
種
が
は
じ
め
て
半
数
を
超

え
た
前
期
（
四
〜
六
月
期
）
か
ら
、
六
・
四

ポ
イ
ン
ト
増
え
て
五
七
・
一
％
と
な
り
、
前

年
同
期
比
で
は
三
六
・
〇
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅

増
と
な
っ
た
（
表
１
）。

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査

は
同
一
の
モ
ニ
タ
ー
に
定
期
的
に
業
況
判
断

を
尋
ね
て
い
る
た
め
、
パ
ネ
ル
で
の
比
較
が

Ⅰ　

業
況
予
想
：「
本
曇
り
」「
雨
」と
す
る
業
種
が
前
年

同
期
比
三
六
・
〇
ポ
イ
ン
ト
増
の
五
七
・
一
％
に（
〇
八

年
七
〜
九
月
期
の
業
況
）
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可
能
で
あ
る
。「
本
曇
り
」「
雨
」
と
す
る
企

業
は
、
〇
三
年
第
４
四
半
期
に
四
〇
・
〇
％

の
ピ
ー
ク
を
記
録
し
て
以
来
、
一
貫
し
て
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
〇
七
年
第
１
四
半
期

か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
、
〇
八
年
第
２
四
半

期
で
初
め
て
五
割
を
超
え
た
（
五
〇
・
七
％
）。

今
期
は
、
五
七
・
一
％
と
六
割
に
近
付
い
て

い
る
。
対
前
期
比
の
変
動
幅
で
み
る
と
、
〇

八
年
第
１
四
半
期
か
ら
第
２
四
半
期
で
一

八
・
三
ポ
イ
ン
ト
、
〇
八
年
第
２
四
半
期
か

ら
今
期
で
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
の
変
動
と
な
っ

て
お
り
、
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
開
始
し
て
以
来
、

第
１
位
と
第
２
位
の
伸
び
幅
に
な
っ
て
い
る

（
〇
七
年
ま
で
の
伸
び
幅
は
、
〇
七
年
第
２

四
半
期
の
五
・
九
ポ
イ
ン
ト
が
最
大
）。
〇

八
年
第
２
四
半
期
に
業
況
感
が
急
激
に
悪
化

し
、
今
期
も
一
段
と
悪
化
の
程
度
が
進
ん
で

い
る
。

「
快
晴
」「
晴
れ
」
と
す
る
企
業
は
、
〇
五

年
第
４
四
半
期
の
三
二
・
九
％
か
ら
〇
七
年

第
１
四
半
期
の
一
三
・
三
％
ま
で
下
降
し
た

の
ち
、
〇
七
年
第
３
四
半
期
の
二
六
・
八
％

と
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
〇
七
年
第
４
四

半
期
に
一
五
・
五
％
と
大
き
く
下
降
し
、
今

期
は
前
期
と
ほ
ぼ
同
じ
七
・
一
％
と
な
っ
た
。

２
．
現
在
の
業
況
の
判
断
理
由

１
）「
晴
れ
」
と
判
断
し
た
五
業
種
の
主
要
な

理
由「

晴
れ
」
と
判
断
し
た
の
は
、「
海
運
」「
商

社
」「
コ
ン
ビ
ニ
」「
ア
パ
レ
ル
」「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
」
の
五
業
種
。

市
場
が
活
発
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
す
る

の
が
「
海
運
」。「
商
社
」
は
、
原
油
な
ど
の

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
が
好
調
の

理
由
と
す
る
。「
コ
ン
ビ
ニ
」
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

宅
配
、
収
納
代
行
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
対

応
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
地
位

を
コ
ン
ビ
ニ
が
築
き
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
関

連
商
品
の
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

２
）「
う
す
曇
り
」
と
判
断
し
た
二
六
業
種
の

主
要
な
理
由

「
う
す
曇
り
」
と
し
た
業
種
は
二
六
。

景
気
後
退
に
よ
る
需
要
減
を
主
な
理
由
と

す
る
の
は
、「
非
鉄
金
属
」「
事
務
・
精
密
機

器
」「
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
」「
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
」「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」「
玩
具
等
販

売
」「
民
間
放
送
」「
情
報
サ
ー
ビ
ス
」「
事
務
処

理
サ
ー
ビ
ス
」「
警
備
」「
遊
園
地
」「
葬
祭
」「
Ｅ

Ｍ
Ｓ
」「
紙
パ
ル
プ
」「
化
繊
」「
化
粧
品
」「
鉄

鋼
」「
ゴ
ル
フ
」。

「
電
機
」
は
、
景
気
後
退
、
円
高
の
進
展

に
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
重
電
分
野

は
好
調
と
し
て
い
る
。「
非
鉄
金
属
」
は
、

景
気
後
退
に
よ
る
需
要
減
と
非
鉄
金
属
価
格

の
大
幅
な
下
落
が
原
因
と
す
る
。

原
材
料
・
原
油
・
燃
料
価
格
の
高
騰
を
販

売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
る

の
が「
食
品
」「
製
缶
」「
鉄
道
」。「
港
湾
運
輸
」

は
国
際
競
争
に
対
応
す
る
に
あ
た
っ
て
、
労

務
費
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
こ
と
を
原
因
に
あ

げ
る
。
法
改
正
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す

る
の
は
、
割
賦
販
売
法
や
特
定
商
取
引
法
、

利
息
制
限
法
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
す
る

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
や
「
港
湾
運
輸
」
と
な
っ

た
。

３
）「
本
曇
り
」、「
雨
」
と
判
断
し
た
三
九
業

種
の
主
な
理
由

「
本
曇
り
」、「
雨
」
と
判
断
し
た
業
種
は

あ
わ
せ
て
三
九
業
種
。「
本
曇
り
」
と
判
断

し
た
業
種
は
、「
建
設
」「
ゴ
ム
」「
工
作
機
械
」

「
自
動
車
」「
造
船
・
重
機
」「
遊
技
機
器
」「
外

食
」「
ホ
テ
ル
」「
金
型
」「
不
動
産
」「
パ
ン
・
菓

子
」「
印
刷
」「
木
材
」「
化
学
」「
石
油
精
製
」「
石

膏
」「
一
般
機
械
」「
百
貨
店
」「
自
動
車
販
売
」

「
電
器
小
売
」「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」「
事
業

所
給
食
」「
旅
行
」「
シ
ル
バ
ー
産
業
」「
請
負
」

「
中
小
企
業
」「
出
版
」
の
二
七
業
種
。

「
雨
」
と
判
断
し
た
業
種
は
、「
職
業
紹

介
」「
住
宅
」「
繊
維
」「
水
産
」「
セ
メ
ン
ト
」「
電

力
」「
専
修
学
校
」「
陶
業
」「
電
線
」「
金
属
製

品
」「
航
空
運
輸
」「
道
路
貨
物
」
の
一
二
業
種

だ
っ
た
。

景
気
後
退
に
よ
る
需
要
減
を
主
な
理
由
と

す
る
の
は
、「
自
動
車
」「
造
船
・
重
機
」「
ホ
テ

ル
」「
化
学
」「
石
油
精
製
」「
一
般
機
械
」「
電
器

小
売
り
」「
職
業
紹
介
」「
電
力
」
の
九
業
種
。

「
建
築
」「
陶
業
」
は
、
景
気
後
退
に
よ
る

需
要
減
に
加
え
、
資
材
価
格
の
高
騰
を
原
因

に
あ
げ
る
。

「
ゴ
ム
」
は
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
と
円

高
が
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。自

動
車
産
業
の
不
振
に
よ
る
影
響
を
判
断

理
由
と
す
る
の
は
、「
工
作
機
械
」「
電
線
」。

「
金
型
」
は
、
利
益
率
の
低
さ
や
円
高
の

進
展
を
あ
げ
る
。「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

は
契
約
企
業
の
経
営
状
態
の
悪
化
を
理
由
に

あ
げ
る
。

原
材
料
の
高
騰
を
判
断
の
理
由
と
す
る
の

は
、「
パ
ン
・
菓
子
」「
印
刷
」
の
二
業
種
。

景
気
後
退
を
背
景
と
し
た
消
費
マ
イ
ン
ド

の
低
下
を
理
由
に
「
雨
」
と
判
断
し
た
の
は
、

「
遊
技
機
器
」「
外
食
」「
不
動
産
」「
百
貨
店
」

「
自
動
車
販
売
」「
旅
行
」「
シ
ル
バ
ー
産
業
」

「
出
版
」。
消
費
マ
イ
ン
ド
低
下
に
加
え
、

燃
料
価
格
が
低
下
す
る
た
め
の
期
間
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
る
の
が
、「
繊

維
」「
水
産
」「
航
空
運
輸
」「
道
路
貨
物
」
の
四

業
種
だ
っ
た
。

住
宅
着
工
数
の
減
少
、
景
気
後
退
に
よ
る

消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
、
建
築
資
材
高
騰
を

理
由
に
あ
げ
る
の
が
、「
木
材
」「
石
膏
」「
住

宅
」「
セ
メ
ン
ト
」「
金
属
製
品
」。「
請
負
」
は
、

景
気
後
退
に
よ
る
需
要
減
と
行
政
処
分
を
理

由
に
あ
げ
る
。「
専
門
学
校
」
は
、
少
子
化

に
よ
る
学
生
数
の
減
少
を
理
由
に
し
、「
中
小

企
業
」
は
、
金
融
危
機
の
影
響
に
よ
っ
て
資

金
繰
り
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を「
雨
」

の
判
断
理
由
に
し
て
い
る
。

表１　第3四半期（2008年７～９月）の業況
業　況 業種数 業種
快晴 0業種
晴れ 5業種 海運、商社、コンビニ、アパレル、ネットビジネス

うす曇り 26業種

硝子、電機、食品、医薬品、非鉄金属、製缶、事務・精密機械、港湾運
輸、鉄道、ハイヤー・タクシー、ホームセンター、ガソリンスタンド、
玩具等販売、クレジット、民間放送、情報サービス、事務処理サービス、
警備、遊園地、葬祭、EMS、紙パルプ、化繊、化粧品、鉄鋼、ゴルフ

本曇り 27業種

建設、ゴム、工作機械、自動車、造船・重機、遊技機器、外食、ホテル、
金型、不動産、パン・菓子、印刷、木材、化学、石油精製、石膏、一般
機械、百貨店、自動車販売、電器小売、ビルメンテナンス、事業所給食、
旅行、シルバー産業、請負、中小企業、出版

雨 12業種
職業紹介、住宅、繊維、水産、セメント、電力、専修学校、陶業、電線、
金属製品、航空運輸、道路貨物
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３
．
七
割
超
が
「
本
曇
り
」「
雨
」、「
快

晴
」「
晴
れ
」
は
ゼ
ロ
に
（
好
転
予

想
は
二
業
種
の
み
）―

―

〇
八
年

第
４
四
半
期
（
二
〇
〇
八
年
一
〇

〜
一
二
月
）
の
業
況
見
通
し

今
期
に
「
本
曇
り
」「
雨
」
と
し
た
業
種
は

五
七
・
一
％
だ
っ
た
が
、
次
期
の
業
況
予
想

は
さ
ら
に
悪
化
し
て
七
二
・
八
％
と
な
り
、

ほ
と
ん
ど
の
業
種
が
「
本
曇
り
」「
雨
」
と
な

る
と
予
想
し
て
い
る
。今
期
に
七
・
一
％
だ
っ

た
「
快
晴
」「
晴
れ
」
は
、
次
期
の
予
想
で
は

ゼ
ロ
に
な
っ
た
（
図
１
）。

１
）
業
況
好
転
予
想
は
二
業
種

だ
け次

期
に
業
況
が
好
転
す
る
と

予
測
し
て
い
る
の
は
、「
ホ
テ

ル
」「
シ
ル
バ
ー
産
業
」。
ど
ち

ら
の
業
種
も
、「
本
曇
り
」
か
ら

「
う
す
曇
り
」
に
な
る
と
予
想

し
て
お
り
、「
ホ
テ
ル
」
は
一
〇

月
、
一
一
月
の
実
績
が
例
年
並

み
で
あ
っ
た
こ
と
、「
シ
ル
バ
ー

産
業
」
は
介
護
報
酬
に
関
す
る

政
府
の
見
直
し
を
そ
れ
ぞ
れ
好

転
の
要
因
と
し
て
い
る
。

２
）
業
況
悪
化
予
想
は
「
海
運
」

「
商
社
」「
硝
子
」
な
ど
二
三
業
種

業
況
悪
化
を
予
想
す
る
業
種

は
、「
晴
れ
」
か
ら
「
本
曇
り
」

と
二
段
階
下
が
る
と
す
る
「
海

運
」「
商
社
」、「
晴
れ
」
か
ら
「
う

す
曇
り
」と
す
る「
コ
ン
ビ
ニ
」

「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
う
す

曇
り
」
か
ら
「
本
曇
り
」
と
す

る
「
電
機
」「
食
品
」「
港
湾
運

輸
」「
玩
具
等
販
売
」「
民
間
放

送
」「
葬
祭
」「
化
繊
」「
鉄
鋼
」「
ゴ

ル
フ
」、「
本
曇
り
」
か
ら
「
雨
」

と
す
る
「
工
作
機
械
」「
自
動

車
」「
遊
技
機
器
」「
一
般
機
械
」

「
百
貨
店
」「
電
器
小
売
」「
事
業

所
給
食
」「
旅
行
」「
請
負
」
の
合

図１　業況判断の推移

Ⅱ　

現
在
の
雇
用
過
不
足
感
と
０
９
年
度
の
新
規
学
卒

採
用
計
画
、賃
金
改
定
に
つ
い
て

計
二
三
業
種
と
な
っ
て
お
り
、
前
期
の
九
業

種
か
ら
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

ま
た
、
現
状
維
持
を
予
想
す
る
四
五
業
種

の
う
ち
、
一
六
業
種
が
「
本
曇
り
」、
一
二

業
種
が
「
雨
」
を
そ
れ
ぞ
れ
次
期
も
続
く
と

予
想
し
て
お
り
、
低
調
な
業
況
が
継
続
す
る

と
判
断
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
主

要
な
理
由
は
、
景
気
悪
化
に
と
も
な
う
需
要

減
退
、
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
あ
る
と
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

燃
料
、
資
材
、
金
属
価
格
の
高
騰
な
ど
昨

年
か
ら
引
き
続
い
て
い
る
イ
ン
フ
レ
傾
向
に
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
す
る

今
回
の
世
界
的
な
金
融
危
機
が
加
わ
り
、
企

業
活
動
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
今
期
の
業
況
感
で
は
、五
七
・
一
％

の
業
種
が
、「
本
曇
り
」「
雨
」
と
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
次
期
予
想
で
は
さ
ら
に
悪
化
し

て
、七
二
・
八
％
の
業
種
が
「
本
曇
り
」「
雨
」

と
し
て
い
る
。

今
回
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
企
業
、
業

界
団
体
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
二
〇

〇
九
年
度
の
新
規
学
卒
採
用
（
二
〇
一
〇
年

度
入
社
）
の
見
込
み
や
、
二
〇
〇
九
年
の
賃

金
改
定
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
を
聞
い
た
。

１
．
雇
用
過
不
足
感
と
採
用
状
況
・

予
測

１
）
正
規
、
非
正
規
と
も
に
お
お
む
ね
「
適

当
で
あ
る
」―

―

現
在
の
雇
用
過
不
足
感

現
在
の
雇
用
過
不
足
感
と
二
〇
〇
八
年
度

の
採
用
実
績
、
二
〇
〇
九
年
度
の
採
用
予
定

を
モ
ニ
タ
ー
企
業
に
聞
い
た
。
現
在
の
雇
用

過
不
足
感
に
つ
い
て
は
、
正
規
、
非
正
規
を

問
わ
ず
従
業
員
全
体
で
は
、
四
三
・
八
％
の

企
業
が
「
適
当
で
あ
る
」
と
回
答
。「
不
足

し
て
い
る
」「
や
や
不
足
し
て
い
る
」は
二
七
・

四
％
、「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」「
過
剰
し
て
い

る
」
も
二
七
・
四
％
と
拮
抗
し
て
い
る
。
正

規
従
業
員
に
限
る
と
、「
適
当
で
あ
る
」
が
四

六
・
六
％
、「
不
足
し
て
い
る
」「
や
や
不
足
し

て
い
る
」
は
二
七
・
四
％
、「
や
や
過
剰
し
て

い
る
」「
過
剰
し
て
い
る
」
も
二
六
・
〇
％
も

ほ
ぼ
同
じ
割
合
だ
っ
た
。

一
方
、
非
正
規
従
業
員
の
み
で
は
、「
適
当

で
あ
る
」が
五
六
・
二
％
、「
不
足
し
て
い
る
」

「
や
や
不
足
し
て
い
る
」は
一
割
強（
一
二
・

三
％
）
だ
が
、
三
割
の
企
業
が
「
や
や
過
剰

し
て
い
る
」「
過
剰
し
て
い
る
」（
三
〇
・
一
％
）

と
感
じ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
半
数
の

企
業
が
雇
用
過
不
足
感
に
つ
い
て
、
正
規
、

非
正
規
と
も
に
お
お
む
ね
「
適
当
で
あ
る
」

と
感
じ
て
い
る
（
図
２
）。

現
在
の
雇
用
過
不
足
感
を
業
界
団
体
に
聞

い
た
設
問
で
は
、
四
八
・
九
％
が
「
適
当
で

あ
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、「
不
足
し
て
い

る
」「
や
や
不
足
し
て
い
る
」
と
、「
や
や
過
剰

し
て
い
る
」「
過
剰
し
て
い
る
」
は
と
も
に
一

九
・
一
％
と
な
っ
た
。
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現
在
の
雇
用
過
不
足
感
に
つ
い
て
、
モ
ニ

タ
ー
企
業
に
そ
の
理
由
を
聞
い
た
設
問
で
は
、

従
業
員
全
体
で
「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」「
過

剰
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の
主
要
な

理
由
は
、「
景
気
後
退
」が
三
一
・
一
％
で
ト
ッ

プ
。
以
下
、「
金
融
危
機
」（
一
九
・
六
％
）、「
組

織
の
見
直
し
」（
一
七
・
六
％
）
が
続
く
。「
不

足
し
て
い
る
」「
や
や
不
足
し
て
い
る
」
と
回

答
し
た
企
業
の
主
要
な
理
由
は
、「
事
業
の
変

更
」、「
組
織
の
見
直
し
」（
そ
れ
ぞ
れ
一
四
・

三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

正
規
従
業
員
で
は
、「
や
や
過
剰
し
て
い

る
」「
過
剰
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の

主
要
な
理
由
は
、「
景
気
後
退
」（
三
〇
・
五
％

が
一
位
で
、「
組
織
の
見
直
し
」（
一
六
・
九
％
）、

「
金
融
危
機
」（
一
五
・
三
％
）
が
続
く
。「
不

足
し
て
い
る
」「
や
や
不
足
し
て
い
る
」
と
回

答
し
た
企
業
の
理
由
で
は
、「
事
業
の
変
更
」

が
一
三
・
九
％
で
も
っ
と
も
多
い
。

非
正
規
従
業
員
に
限
っ
た
場
合
、「
や
や
過

剰
し
て
い
る
」「
過
剰
し
て
い
る
」
と
回
答
し

た
企
業
の
主
要
な
理
由
は
、「
景
気
後
退
」（
三

二
・
二
％
が
ト
ッ
プ
で
、「
円
高
の
進
展
」（
一

五
・
三
％
）、「
原
材
料
費
の
高
騰
」（
一
三
・

六
％
）、「
金
融
危
機
」（
一
一
・
九
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
非
正
規
従
業
員
の
雇
用
過
剰
感
を

生
ん
で
い
る
理
由
は
正
規
従
業
員
に
比
べ
て

コ
ス
ト
面
と
景
気
の
急
変
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
と
み
ら
れ
る
。

非
正
規
従
業
員
が
「
不
足
し
て
い
る
」「
や

や
不
足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の
主

要
な
理
由
と
し
て
は
、「
組
織
の
見
直
し
」（
二

五
・
〇
％
）、「
事
業
の
変
更
」（
一
八
・
八
％
）

が
あ
が
っ
た
。

２
）
新
規
学
卒
採
用
の
状
況
と
予
測―

―

景

気
に
か
か
わ
ら
ず
採
用
計
画
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
傾
向

二
〇
〇
八
年
度
の
新
規
学
卒
採
用
（
二
〇

〇
九
年
入
社
）
の
実
績
に
つ
い
て
は
、「
前
年

並
み
」（
五
八
・
九
％
）、「
前
年
よ
り
増
や
し

た
」（
二
一
・
九
％
）、「
前
年
よ
り
減
ら
し
た
」

（
一
三
・
七
％
）、「
採
用
し
な
か
っ
た
」（
五
・

四
八
％
）
の
順
と
な
っ
た
（
図
３
）。

二
〇
〇
九
年
の
新
規
学
卒
（
二
〇
一
〇
年

入
社
）
の
採
用
予
定
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
〇

八
年
度
と
同
程
度
」
が
六
七
・
一
％
で
も
っ

と
も
多
く
、「
二
〇
〇
八
年
度
採
用
よ
り
も
増

や
す
」
が
四
・
一
％
と
少
な
く
、「
減
ら
す
」

が
二
〇
・
六
％
と
二
割
を
占
め
、「
採
用
し
な

い
」
も
五
・
五
％
あ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
度

と
比
較
し
て
、
前
年
よ
り
も
採
用
を
増
や
す

予
定
と
す
る
企
業
の
割
合
が
減
り
、
前
年
よ

り
採
用
を
減
ら
す
と
す
る
企
業
の
割
合
が
増

え
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
前
年
と

同
程
度
の
採
用
を
行
う
予
定
と
す
る
企
業
が

多
数
を
占
め
て
い
る
（
図
４
）。
そ
の
理
由

を
聞
い
た
自
由
記
述
回
答
で
は
、「
景
気
変
動
、

経
営
環
境
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
人
員
構
成

上
の
問
題
か
ら
採
用
計
画
を
維
持
す
る
」
と

答
え
た
企
業
が
多
か
っ
た
。九
〇
年
代
の「
就

職
氷
河
期
」
と
言
わ
れ
た
採
用
絞
り
込
み
に

よ
り
労
務
構
成
が
い
び
つ
に
な
っ
た
反
省
を

踏
ま
え
て
の
判
断
と
み
ら
れ
る
。

二
〇
〇
八
年
度
の
新
規
学
卒
採
用
の
実
績

と
二
〇
〇
九
年
度
の
新
規
学
卒
採
用
の
予
定

の
結
果
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
二
〇
〇
八
年

度
の
実
績
で
「
前
年
並
み
」
と
回
答
し
た
企

業
の
う
ち
、
二
〇
〇
九
年
度
の
予
定
が
「
二

〇
〇
八
年
度
採
用
と
同
程
度
」が
四
六
・
六
％
、

「
二
〇
〇
八
年
度
採
用
よ
り
も
増
や
す
」
が

一
・
四
％
。
同
程
度
、
も
し
く
は
増
や
す
予

定
と
し
た
企
業
が
約
半
数
と
な
り
、「
二
〇
〇

八
年
度
採
用
よ
り
も
減
ら
す
」
と
回
答
し
た

企
業
は
一
割
弱
（
九
・
六
％
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

ま
た
、
正
規
従
業
員
の
現
在
の
雇
用
過
不

足
感
で
、「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」、「
過
剰
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の
う
ち
、五
〇
・

〇
％
が
「
二
〇
〇
八
年
度
採
用
と
同
程
度
に

な
る
」
と
し
て
い
る
一
方
で
、
四
七
・
四
％

が
「
二
〇
〇
八
年
度
採
用
よ
り
も
減
ら
す
予

定
」、
一
〇
・
五
％
が
「
採
用
し
な
い
予
定
」

と
し
て
い
る
な
ど
、「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」、

「
過
剰
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
で
も

採
用
計
画
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み

図２　現在の雇用過不足感（N=74 ）

図３　2008年度の新規学卒採用（N=74 ）
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ら
れ
る
。

な
お
、
二
〇
〇
八
年
度
の
新
規
学
卒
採
用

（
二
〇
〇
九
年
入
社
）
実
績
、
二
〇
〇
九
年

度
の
新
規
学
卒
採
用
（
二
〇
一
〇
年
入
社
）

見
込
み
に
関
し
て
加
盟
企
業
の
状
況
を
業
界

団
体
に
聞
い
た
設
問
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度

実
績
に
つ
い
て「
前
年
並
み
の
企
業
が
多
い
」

が
五
三
・
二
％
、「
前
年
よ
り
増
や
し
た
企
業

が
多
い
」
が
八
・
五
％
と
全
体
の
六
割
を
占

め
る
一
方
、
二
〇
〇
九
年
度
見
込
み
で
は
、

「
前
年
と
同
程
度
の
採
用
を
す
る
企
業
が
多

い
見
込
み
」
三
四
・
〇
％
、「
採
用
数
が
増
え

る
企
業
が
多
い
見
込
み
」
二
・
〇
％
、「
採
用

数
が
減
少
す
る
企
業
が
多
い
見
込
み
」四
八
・

九
％
と
な
り
、
業
界
団
体
の
お
よ
そ
半
数
が

加
盟
企
業
の
採
用
数
が
減
少
す
る
と
み
て
い

る
。

２
．
今
後
の
予
想
さ
れ
る
雇
用
面
で
の
調

整
策　

―
―

正
規
従
業
員
の
雇
用
安
定

を
志
向

今
後
に
実
施
予
定
の
あ
る
雇
用
面
で
の
調

整
策
に
つ
い
て
聞
い
た
設
問
で
は
、「
不
採
算

部
門
・
工
場
等
の
縮
小
」、「
配
置
転
換
」
が

と
も
に
二
六
・
〇
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
「
残
業
規
制
」（
二
三
・
三
％
）、「
賃
上

げ
抑
制
」（
二
一
・
九
％
）、「
契
約
社
員
、臨
時
・

パ
ー
ト
の
雇
い
止
め
」（
二
〇
・
六
％
）、「
一

時
金
カ
ッ
ト
」（
一
九
・
二
％
）
の
順
と
な
っ

た
。
一
方
で
、「
賃
下
げ
」（
一
・
四
％
）、「
希

望
退
職
、
早
期
退
職
」（
五
・
五
％
）、「
解
雇
」

（
〇
・
〇
％
）
な
ど
、
よ
り
厳
し
い
対
応
は

今
の
と
こ
ろ
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
。
正
規

従
業
員
の
雇
用
安
定
を
維
持
す
る
姿
勢
が
う

か
が
え
る
（
図
５
）。

正
規
従
業
員
の
現
在
の
雇
用
過
不
足
感
別

に
み
る
と
、「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」「
過
剰
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
で
は
、「
不
採
算

部
門
・
工
場
等
の
縮
小
」
が
一
五
・
八
％
と

も
っ
と
も
多
く
、
続
い
て
「
賃
上
げ
抑
制
」

（
一
二
・
九
％
）、「
新
卒
採
用
抑
制
」（
一
二
・

九
％
）、「
配
置
転
換
」（
一
二
・
九
％
）、「
一
時

金
カ
ッ
ト
」（
一
一
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
二
〇
〇
八
年
賃
金
改
定
実
績
と

二
〇
〇
九
年
見
込
み―

―

六
割
超

が
二
〇
〇
九
年
も
何
ら
か
の
賃
上

げ
を
実
施
す
る
予
定

二
〇
〇
八
年
の
賃
金
改
定
実
績
に
つ
い
て

聞
い
た
設
問
で
は
、「
定
昇
の
み
を
実
施
し

た
」（
三
二
・
九
％
）、「
ベ
ア
・
定
昇
と
い
う

概
念
で
は
な
い
が
賃
上
げ
を
実
施
し
た
」（
三

〇
・
一
％
）、「
賃
金
改
善
と
定
昇
」ま
た
は「
ベ

ア
と
定
昇
を
実
施
し
た
」（
一
九
・
二
％
）
の

順
と
な
っ
た
（
図
６
）。

二
〇
〇
九
年
の
賃
金
改
定
の
見
込
み
に
つ

い
て
聞
い
た
設
問
で
は
、「
定
昇
の
み
実
施
す

る
予
定
」（
四
一
・
一
％
）、「
ベ
ア
・
定
昇
と

い
う
概
念
で
は
な
い
が
賃
上
げ
を
実
施
す
る

図４　2009年度の新規学卒採用予定（N=74）

図５　予定している雇用面での調整策（Ｎ＝７4)

図６　2008年の賃金改定実績（N=74)
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予
定
」（
二
四
・
七
％
）
と
な
り
、
六
割
超
の

企
業
が
何
ら
か
の
賃
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、「
そ
の
ほ
か
」と
す
る
回
答
が
三
割（
三

一
・
五
％
）
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
（
自

由
記
述
欄
）
で
は
、「
先
行
き
の
不
透
明
感
に

よ
り
見
通
し
が
立
た
な
い
」
と
す
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

従
業
員
全
体
の
現
在
の
雇
用
過
不
足
感
で
、

「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」、「
過
剰
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
企
業
で
あ
っ
て
も
、
八
割
（
八

〇
・
〇
％
）
の
企
業
が
何
ら
か
の
賃
上
げ
を

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
業
界
団
体
に
二
〇
〇
九
年
の
賃
上

げ
見
込
み
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
現
状

維
持
と
す
る
企
業
が
多
い
見
込
み
」が
五
七
・

五
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
何
ら
か

の
賃
上
げ
を
す
る
企
業
が
多
い
見
込
み
」
が

一
〇
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
業
界
団
体
と

し
て
は
加
盟
企
業
が
何
ら
か
の
賃
上
げ
抑
制

を
実
施
す
る
と
み
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

山
崎　

憲
）

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
企

業
、
事
業
主
団
体
、
企
業
別
労
働
組
合
、

産
業
別
労
働
組
合
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、

年
四
回
、
定
点
観
測
的
に
景
気
判
断
や

雇
用
動
向
、
労
使
の
課
題
な
ど
を
尋
ね

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
調

査
の
対
象
は
、
当
機
構
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
に
登
録
し
た
民

間
企
業
九
六
社
、
事
業
主
団
体
五
四
団

体
。
調
査
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
専
用
回
答
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
、
調
査
時
期

は
二
〇
〇
八
年
一
一
月
四
〜
一
四
日
。

回
答
状
況
は
、
民
間
企
業
七
四
社
（
回

収
率
七
六
・
〇
％
）、
事
業
主
団
体
四

六
団
体
（
同
八
六
・
八
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

本
稿
は
、
企
業
モ
ニ
タ
ー
と
事
業
主

団
体
モ
ニ
タ
ー
の
業
況
判
断
に
つ
い
て
、

〇
八
年
第
３
四
半
期
（
七
〜
九
月
）
と

〇
八
年
第
３
四
半
期
（
〇
八
年
一
〇
〜

一
二
月
）
を
、「
快
晴
」「
晴
れ
」「
う
す
曇

り
」「
本
曇
り
」「
雨
」
の
五
段
階
で
尋
ね

た
結
果
を
ま
と
め
た
（
業
況
評
価
結
果

を
数
値
化
し
、
各
業
種
の
業
況
評
価
を
、

企
業
平
均
と
事
業
主
団
体
の
平
均
で
算

出
し
た
結
果
を
集
計
）。
業
種
は
、
企

業
モ
ニ
タ
ー
と
団
体
モ
ニ
タ
ー
を
合
わ

せ
、
七
〇
業
種
の
回
答
を
得
た
。

調
査
の
趣
旨

582 January. 2009

特集 ＝派遣社員の適正な
マネジメントに向けて

【提言】
 雇用の原則に立ち返る 髙木剛

【論文】
 労働者派遣をめぐる法的問題 皆川宏之
 製品開発における派遣技術者の活用
 　――派遣先による技能向上の機会提供と仕事意欲 佐野嘉秀
  髙橋康二
 派遣労働者のキャリア形成に向けて――ヒアリング調査による考察
  松浦民恵
 製造業務請負の事例に見る業務請負適正化の課題 木村琢磨
【紹介】
 フランスにおける派遣社員への職業能力開発支援の取り組み
  中道麻子
【座談会】　平成 20年版労働経済白書をめぐって――働く人の意識と雇用管理の動向
  石水喜夫
  伊藤実
  野田進
  守島基博
【書評】
 小池和男著『海外日本企業の人材形成』 藤本隆宏
 高木朋代著『高年齢者雇用のマネジメント
 　――必要とされ続ける人材の育成と活用』 田尾雅夫
 石塚史樹著『現代ドイツ企業の管理層職員の形成と変容』 竹内治彦
【論文Today】
 「企業内の賃金変動と昇進を説明する最大公約数的モデル構築の試み」 
  天利浩
【フィールド・アイ】
 ドイツ法律家大会に参加して 小西康之

 1581 December. 2008

特集 ＝労働紛争の処理
【提言】
 労働紛争の解決の「かぎ」は何か 野崎薫子

【論文】
 労働紛争解決制度の現状と問題点 村中孝史
 労働紛争と法的対処行動
 ―今日の日本における個別労働紛争を焦点として 樫村志郎
 企業内における不満、苦情への対応 土屋直樹
 解雇紛争の経済分析 村松幹二
  神林龍
【紹介】
 実務家から見た労働紛争処理システム 渡邊岳
【論文】
 労働委員会における紛争解決手続の基礎的課題 川嶋四郎
 労働組合の紛争解決・予防
 ―コミュニティ・ユニオンの取り組みを中心に 呉学殊
【書評】
 早矢仕不二夫著、梅崎修・島西智輝・南雲智映編
 『早矢仕不二夫オーラルヒストリー―戦後労働史研究』  鈴木不二一
 川口章著『ジェンダー経済格差』 安部由起子
 神林龍編著『解雇規制の法と経済
 ―労使の合意形成メカニズムとしての解雇ルール』 安藤至大
【読書ノート】
 村田毅之著『日本における労使紛争処理制度の現状』 紺屋博昭
【論文Today】
 パブリックセクターにおける障害者の雇用（1998 年－2004 年）」 木村祐子
【フィールド・アイ】
 ドイツの失業問題 小西康之
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